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『想いを紡ぎ　心を繋ぐノート』の書き方
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１　書きたい気持ちになったときに、書きたいところから書きましょう。

２　「今・・」の気持ちを素直に書きましょう。

３　病気や家族などの状況によって、気持ちが揺らぐのは当然です。

　　繰り返し話し合いをすると、気持ちが落ち着きます。

４　「不安なこと・心配なこと」は、気軽に相談しましょう。

５　日付を必ず書いてください。最も新しい日付が優先されます

６　ノートを書いていることを、信頼する人たちに必ず伝えておきましょう。

７　ノートは、日頃よく使う冷蔵庫に貼ってください。

『想いを紡ぎ　心を繋ぐノート』書く前に大切なこと

１．あなたの望みに沿った治療やケア

　を受けられる可能性が高くなります。

２．あなたの信頼する人が、あなたの

　代わりに、治療やケアについて難

　しい決断をする場合の助けになり

　ます。きっと、心の負担が軽くなる

　でしょう。

　　　　　皆さん『人生会議』ご存じですか？
　　　　～「もしものときの話し合い」～

日頃から「もしもの
こと」を話し合いま
しょう。

あなたが、大切にしたいこと
は何か考えてみましょう。

話し合ってもらう人を決めま
しょう。あなたの気持ちを伝
えてくれる人です。

病気のことは、かかりつけの
先生や看護師さんに尋ねま
しょう。

「もしものとき」の治療やケア
について話し合いましょう。

話し合ったことは、ノートに書
いて、共有しましょう。

『人生会議』が

大切な理由
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誰でも、いつでも、

命に関わる大きな病気やケガをする

可能性があります。

命の危険が迫った状態になると、

自らが希望する医療やケアを受けるために

大切にしていることや望んでいること、

どこでどのような医療やケアを望むかを

詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。

あなたが
大切にしていることは

何ですか？

あなたが
信頼できる人は
誰ですか？

信頼できる人や
医療･ケアチームと
話し合いましたか？

話し合いの結果を
大切な人たちに伝えて
共有しましたか？

～自らが望む､人生の最終段階の医療･ケアについて話し合ってみませんか～

もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて、

前もって考え、繰り返し話し合い、共有する取組を

「 人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）」

と呼びます。

あなたの心身の状態に応じて、かかりつけ医等からあなたや

家族等へ適切な情報の提供と説明がなされることが重要です。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html
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このような取組は、個人の主体的な

行いによって考え、進めるものです。

知りたくない、考えたくない方への

十分な配慮が必要です。

話し合いの進めかた（例）

11月30日（いい看取り・看取られ）は人生会議の日

人生の終わりまで､あなたは､どのように､過ごしたいですか ？

「人 生 会 議」
もしものときのために

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html
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